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９
月
定
例
会
は
９
月
２
日
か
ら
11

日
ま
で
の
10
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、町
長
か
ら

条
例
の
制
定
７
件
、補
正
予
算
６

件
、町
上
水
道
事
業
会
計
未
処
分

剰
余
金
処
分
１
件
、工
事
請
負
契

約
の
締
結
５
件
、同
意
１
件
、諮
問

１
件
、報
告
３
件
、そ
の
他
議
発
案

２
件
が
提
案
さ
れ
、全
て
原
案
の

通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
村
田
町
各
種
会
計
決

算
認
定
８
件
に
つ
い
て
は
、決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
６
日

間
に
わ
た
り
詳
細
な
る
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
本
会
議
で
の
採
決
の

結
果
、全
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、６
人
の
議
員
が

町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
質
し
ま

し
た
。

　
■
村
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
お
け
る
村
田
町
町
税
条
例

の
特
例
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

村
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
減

額
の
特
例
を
定
め
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
村
田
町
企
業
立
地
及
び
事
業
高

度
化
を
重
点
的
に
促
進
す
べ
き
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
国
か
ら
同
意
を
受
け
た
こ

と
に
伴
い
、
産
業
集
積
の
形
成
又

は
産
業
集
積
の
活
性
化
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
の
範
囲
内
で
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
を
実
施
す
る

た
め
制
定
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
村
田
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平

成
24
年
法
律
第
56
号
）
第
34
条
第

２
項
及
び
第
46
号
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
村
田
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も・
子
育
て
支
援
法
及
び

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
平

成
24
年
法
律
第
67
号
）に
よ
る
児

童
福
祉
法（
昭
和
22
年
法
律
第
１

６
４
号
）の
改
正
に
よ
り
、家
庭
的

保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
村
田
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も・子
育
て
支
援
法
及
び
就

学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、保

育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律（
昭
和
22
年
法
律
第

１
６
４
号
）の
改
正
に
よ
り
、放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自

立
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
１
部

を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
理

す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
村
田
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
村
田
町
企
業
立
地
及
び
事
業

高
度
化
を
重
点
的
に
促
進
す
べ
き

区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
」の
施
行

に
伴
い
、関
係
条
文
を
整
理
す
る

も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
26
年
度
村
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

２
億
９
９
７
万
７
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
主
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
経

費
の
他
、
そ
の
他
所
要
の
経
費
を

措
置
す
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

反
対
討
論

高
橋　

典
久　

議
員

　

ま
ず
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
費
（
６
億
６
千
１
０
０
万

円
）
に
１
億
１
千
万
円
（
工
事
請

負
費
）
の
追
加
。
１
㎡
35
万
円
の

単
価
が
こ
れ
に
よ
り
57･

８
万
円

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
説
明
を
振

り
返
っ
て
み
て
も
合
理
的
な
説
明

は
な
い
。

　

も
う
１
点
、仮
称
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
実
施
設
計
１
千
万
円
。
基
本

構
想
す
ら
十
分
な
話
し
合
い
が
な

い
。
将
来
の
「
村
田
の
福
祉
」
の

条
　
　
　
例

補
正
予
算

案件を
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た
め
、
村
田
町
の
英
知
を
結
集
す

る
と
と
も
に
、
大
学
の
先
生
等
の

専
門
家
も
招
き
１
年
間
か
け
て
十

分
に
話
し
合
い
、
し
っ
か
り
し
た

基
本
構
想
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
議
案
第
44
号
平
成
26

年
度
村
田
町
一
般
会
計
予
算
（
第

２
号
）
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

太
田　

初
美　

議
員

　

福
祉
分
野
に
お
け
る
有
力
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
村
田
町
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
建
築
か
ら
53
年

以
上
経
過
し
た
旧
村
田
保
育
所

を
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
村
田
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
役
場
東
庁
舎
の

一
角
を
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て

お
り
、
更
に
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団

体
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
も
な

く
、
そ
の
活
動
は
低
調
な
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
町
が

目
指
す
「
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に

よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

の
た
め
に
、
そ
の
活
動
拠
点
と
な
り

得
る
「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
施
設
の
整

備
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
議
案
第
44
号
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
賛

成
を
す
る
。

【
討
論
あ
り
・
起
立
採
決

　
　
　

 

賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

■
平
成
26
年
度
村
田
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

１
千
１
９
０
万
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
過
年
度

分
療
養
給
付
費
負
担
金
の
清
算
に

伴
う
返
還
金
等
を
措
置
す
る
た
め

補
正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
26
年
度
村
田
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

９
７
万
６
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
広
域
連

合
納
付
金
等
を
措
置
す
る
た
め
補

正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
26
年
度
村
田
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

１
千
６
５
０
万
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
保
険
給

付
費
等
所
要
の
経
費
を
措
置
す
る

た
め
補
正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
25
年
度
村
田
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

７
百
３
１
万
２
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、平
成
25
年
度

決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置
し
、歳

出
に
お
い
て
は
、維
持
管
理
費
を
措

置
す
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
25
年
度
村
田
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

１
２
０
万
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
維
持
管

理
費
を
措
置
す
る
た
め
補
正
す
る

も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
25
年
度
村
田
町
上
水
道
事

業
特
別
会
計
未
処
分
利
益
余
剰
金

の
処
分
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
村
田
町
上
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
余
剰
金
４
千

７
１
２
万
５
千
２
５
円
の
う
ち
、３

千
万
円
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積

み
立
て
、余
力
を
繰
り
越
す
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

▽
工
事
名　

平
成
26
年
度
村
田
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

▽
施
行
場
所　

大
字
沼
辺
地
内

▽
契
約
金　

６
億
５
千
３
１
８
万

４
千
円　

▽
契
約
の
相
手
方　

阿
部
建
設
・
大

慎
組
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
企
業　

阿
部
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役　

大
槻
秀
樹

▽
落
札
率　

99
・
１
％

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

▽
工
事
名　

平
成
26
年
度
村
田
町

文
化
財
収
蔵
庫
建
設
工
事

▽
施
工
場
所　

大
字
村
田
地
内

▽
契
約
金　

６
千
９
１
２
万
円

▽
契
約
の
相
手
方
（
株
）今
野
建
設

　

代
表
取
締
役　

今
野
幸
衛

▽
落
札
率　

１
０
０
％

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

▽
工
事
名　

平
成
26
年
度
都
市
計

画
街
路
沼
辺
足
立
幹
線
改
良
工
事

（
第
１
工
区
）

▽
施
行
場
所　

大
字
村
田
地
内

▽
契
約
金　
７
千
１
４
４
万
２
千
円

▽
契
約
の
相
手
方　

大
沼
舗
設（
株
）

　

代
表
取
締
役　

大
沼
勝
一

▽
落
札
率　

87
・
０
％

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

▽
工
事
名　

平
成
26
年
度
都
市
計

画
街
路
沼
辺
足
立
幹
線
改
良
工
事

（
第
２
工
区
）

▽
施
行
場
所　

大
字
村
田
地
内

▽
契
約
金　
７
千
７
０
５
万
８
千
円

▽
契
約
の
相
手
方　

大
沼
舗
設

　
（
株
）
代
表
取
締
役　

大
沼
勝
一

▽
落
札
率　

87
・
０
％

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

▽
工
事
名　

平
成
26
年
度
村
田
町

役
場
等
太
陽
光
発
電
設
備
工
事

▽
施
行
場
所　

大
字
村
田
地
内

▽
契
約
金　

１
億
２
千
９
６
０
万
円

▽
契
約
の
相
手
方　

窪
田
電
気
工

事
（
株
）

　

代
表
取
締
役　

横
山
博
昭

▽
落
札
率　

94
・
８
％

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

工
事
請
負
契
約
の
締
結

3 92

平成26年度各種会計予算補正額【単位：千円】

会　計　名 補正前の額 補正額 補正後の額

一　般　会　計 6,238,116 209,977 6,448,093

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,379,409 11,900 1,391,309

後期高齢者医療 120,544 976 121,520

介護保険事業 1,085,269 16,500 1,101,769

公共下水道事業 394,242 7,312 401,554

農業集落排水事業 30,775 1,200 31,975
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 ■

議
発
案
第
２
号
「
手
話
言
語
法

制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

　

手
話
を
音
声
言
語
と
対
等
な
言

語
に
認
め
、
環
境
整
備
を
目
的
と
し

た
「
手
話
言
語
法
」
制
定
す
る
こ
と
。

■
議
発
案
第
３
号　

２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ク

レ
ー
射
撃
競
技
の
招
致
活
動
を
推

進
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

国
内
２
ヵ
所
し
か
な
い
国
際
射

撃
連
盟
基
準
に
適
合
し
た
Ａ
級
認

定
公
認
の
ク
レ
ー
射
撃
場
が
村
田

町
に
あ
る
た
め
招
致
活
動
を
強
力

に
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
も
の
。（
再
任
）

住
所　

村
田
町
字
小
池

氏
名　

髙
橋
郁
夫

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
も
の
。（
再
任
）

住
所　

村
田
町
字
大
槻
下

氏
名　

丹
羽
智
道

【
全
会
一
致
・
推
薦
】

　　
■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
專
決
処
分
の

報
告
に
つ
い
て

■
平
成
25
年
度
仙
南
土
地
開
発
公

社
決
算
報
告
に
つ
い
て

■
平
成
25
年
度
財
団
法
人
村
田
町

ふ
る
さ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

タ
ー
決
算
に
つ
い
て

１　

決
算
審
査
結
果

●
総
括
所
見

（1） 

決
算
規
模
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
決
算

の
実
質
収
支
額
は
１
億
８
千
３
３

１
万
４
千
３
８
１
円
と
な
り
、
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

決
算
規
模
は
前
年
度
決
算
比
較

に
お
い
て
、
歳
入
総
額
２
億
９
千

０
２
３
万
６
千
５
５
３
円
（
４
・

４
％
）
減
少
し
、
歳
出
総
額
で
は

９
千
９
０
５
万
８
千
２
８
４
円

（
１
・
６
％
）
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
以
前
の
決
算
規
模

へ
緩
や
か
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
主
に
、
震
災
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
が
確
実
に
進
展

し
完
了
を
迎
え
て
い
る
こ
と
の
表

れ
で
あ
り
、
復
興
復
旧
に
は
様
々

な
苦
労
や
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
町
当
局
に
敬
意
を

表
し
た
い
。

（2） 

財
政
運
営
に
つ
い
て

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
指
標
と
分
析
に
よ
り
評
価
が
与

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
慮
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
主

に
地
方
債
現
在
高
、
財
政
調
整
基

金
現
在
高
、
経
常
収
支
比
率
、
自

主
財
源
の
要
で
あ
る
町
税
の
収
納

率
の
観
点
か
ら
所
見
を
述
べ
た
い
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
地
方
財
現

在
高
は
74
億
５
千
６
５
１
万
６
千

５
４
９
円
で
対
前
年
比
２
億
５
千

０
８
９
万
３
千
３
９
３
円
（
２
・

９
％
）
の
減
と
な
っ
て
お
り
引
き

続
き
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
は
91
・
４
％
で
対

前
年
比
４
・
３
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
財
政
の
弾
力
性
が
低
下
し

つ
つ
あ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

町
税
全
体
の
収
納
率
は
95
％
で
対

前
年
比
１
・
２
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
滞
納
分
に
係
る
徴
収

に
お
い
て
引
き
続
き
未
済
額
の
減

少
に
努
め
、
一
定
の
評
価
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
全
体
の

調
定
額
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
総
じ
て
、
財
政
健

全
化
が
進
ん
で
い
る
と
評
価
す
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
経
常
収
支

比
率
が
示
し
て
い
る
と
お
り
、
引

き
続
き
、
扶
助
費
等
の
社
会
保
障

関
係
経
費
や
仙
南
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病

院
企
業
団
を
は
じ
め
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
一
部
事
務
組
合
等
に
対
す

る
負
担
金
が
今
後
、
増
額
と
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
併
せ
て
前
述
の
と
お
り
町

税
全
体
の
調
定
額
が
減
少
傾
向
を

示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
町
の
経
済
動
向
や
将
来
推
計

の
見
通
し
を
立
て
、
健
全
な
財
政

運
営
に
つ
な
が
る
施
策
に
努
め
ら

れ
た
い
。

２　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
審

査
結
果

　

実
質
公
債
費
比
率
は
16
％
で
地

方
債
許
可
団
体
の
基
準
と
な
る

18
％
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

将
来
負
担
比
率
は
１
２
８
・
２
％

で
早
期
健
全
化
基
準
と
な
る
３
５

０
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
実
質
赤

字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
赤
字
額
が
発
生
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
良
好
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。

　

是
正
改
善
を
要
す
る
項
目
に
つ

い
て
、
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は

な
い
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

上
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用
水
道

事
業
会
計
の
４
つ
の
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
資
金

不
足
額
が
発
生
し
て
お
ら
ず
良
好

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

監
査
委
員
の
決
算
・
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
審
査
結
果
報
告

【
森
　
健
一
　
代
表
監
査
委
員
】

比　率　名 平成25年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 － 15.0%

②連結実質赤字比率 － 20.0%

③実質公債費比率 16.0% 25.0%

④将来負担比率 128.2% 350.0%

⑤資金不足比率（下水道） － 20.0%

⑥資金不足比率（農集排） － 20.0%

⑦資金不足比率（上水道） － 20.0%

⑧資金不足比率（工水道） － 20.0%

※１　実質公債費比率：一般会計等が負担する地方債の元利
償還金等の実質的な公債費相当額に充当された一般財源（町
税、地方交付税等）の標準財政規模（標準的な規模の収入の
額）に対する比率であり、過去３ヵ年の平均値で表される。 
※２　将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模（標準的な規模の収入の額）に対する比
率である。
※３　地方債許可団体：実質公債費比率が 18.0％以上の地方
公共団体。一般的な市町村は、都道府県知事に協議すれば地
方債を発行できる制度となっているが、実質公債費比率が
18.0％以上の市町村は、都道府県知事の許可がなければ地方
債を発行できないことになっている。

人
　
事
（
敬
称
略
）

報
　
　
　
告

議
員
発
議
案
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平成 25 年度各種会計決算を認定
　９月定例会において、平成 25 年度
の一般会計をはじめとした各種会計
決算認定案が８件（左表参照）提案
され、決算審査特別委員会の審査を
経て、本会議において採決されまし
た。一般会計は起立採決の結果、賛
成多数（賛成 10 人・反対２人・欠席
１人）で認定、これらを除く７会計
は全会一致で認定されました。
　一般会計は、平成 24 年度に比べ
歳出が 1.6％減となっています。平成
25 年度の一般会計と特別会計、企業
会計をあわせた歳出総額いわゆる村
田町が使ったお金の総額は 99 億 5 千
258 万 6 千円となりました。

99.599.5
平成25年度各種決算

一般会計歳出 性質別決算状況の推移

歳出
総額

億
円認定認定

平成24年度
6,033,494千円

平成23年度
6,344,703千円

平成22年度
5,469,238千円

平成21年度
5,344,848千円

1,166,837千円 1,195,211千円 845,181千円 657,472千円 591,693千円 1,577,100千円 

平成25年度
5,934,436千円

1,210,508千円 1,240,429千円 861,496千円 789,986千円 714,723千円 1,117,294千円 

1,115,877千円 

1,127,557千円 

1,140,910千円 

1,217,640千円 

1,146,380千円 

1,234,716千円 

1,020,123千円 

854,825千円 

880,610千円 

720,931千円 

610,455千円 

524,762千円 

403,721
千円 

957,124千円 

957,456千円 

1,866,411千円 

772,897千円 

606,394千円 

人件費 扶助費・補助費 公債費 物件費 普通建設事業 災害復旧費ほか

職員、議員、各
種委員等の人件
費で義務的経費
です。

法律（生活保護、児
童・老人福祉等）で
定められた経費や各
種補助金などの経費
です。

委託料、使用料、
電気、水道、消耗
品等消費的性質を
もつ経費です。

道路・住宅・公園、学校
などの公共施設建設事業
に要するもので町の財政
状況により左右される経
費です。

災害復旧費をはじ
め施設の修繕や他
会計への繰出金、
積立金などの経費
です。

町が以前に実施した事業資
金等として借り入れた借金
の元利償還経費で多額にな
ると財政硬直化の要因とな
る経費です。

この表は一般会計歳出の性質別決算額を年度ごとに示したものです。

一般会計歳出

平成25年度各種会計決算の状況 【単位：千円】

会　計　名 歳入総額 歳出総額 翌年度へ繰り 
越すべき財源※１ 実質収支額※２

一　般　会　計 6,251,411 5,934,436 133,661 183,314

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,415,747 1,365,190 50,557

後期高齢者医療 103,469 100,039 3,430

介護保険事業 1,062,381 1,023,100 39,281

公共下水道事業 666,027 641,203 8,526 16,298

農業集落排水事業 118,116 116,816 1,300

小　　　計 9,617,151 9,180,784 142,187 294,180

会　計　名 収入総額 支出総額 収入支出差引額

企
業
会
計

上水道事業（収益的収支） 520,707 497,005 23,702 7,621

上水道事業（資本的収支） 17,480 266,590 16,025 △ 265,135

工業用水道事業（収益的収支） 8,494 8,207 287

小　　　計 546,681 771,802 △ 241,146

合　　　計 10,163,832 9,952,586 142,187 53,034
※１　翌年度に繰り越すべき財源：翌年度へ繰り越された歳出予算の財源に充てる金額。
※２　実質収支額：歳入歳出差引額から事業繰越等に伴い翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた額であり、当該

年度に属すべき収入と支出の実質的な差額、すなわち純剰余額又は純損失額を示すものである。  

前年度比4.2%

下回る
前年度比4.2%

下回る
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■
高
橋　

典
久　

議
員

１　

沼
辺
足
立
幹
線
に
つ
い
て

  

問　

正
式
名
称
都
市
計
画
街
路

沼
辺
足
立
幹
線
整
備
事
業
。
１
期

工
事
13
億
８
千
万
円
。
２
期
工
事

６
億
円
。
総
事
業
費
19
億
８
千
万

円
。
予
定
通
り
進
ん
で
い
れ
ば
、

平
成
19
年
度
１
期
工
事
完
成
。
平

成
24
年
度
（
平
成
25
年
３
月
31

日
）
に
は
す
べ
て
完
了
し
、
高
速

道
路
並
み
の
４
車
線
道
路
が
開
通

し
て
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
総
括
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

  

答　

１
期
工
事
の
事
業
期
間
に
つ

い
て
は
「
事
業
計
画
変
更
認
可
申

請
」
を
行
い
、
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
と
し
た
が
、
さ
ら
に
事
業

期
間
の
延
伸
が
必
要
と
な
り
、
現

段
階
で
は
平
成
27
年
３
月
31
日
と

な
っ
て
い
る
。
予
算
不
足
の
た
め

さ
ら
に
１
年
延
伸
し
、
平
成
27
年

度
中
の
完
成
も
あ
り
え
る
。
２
期

工
事
に
つ
い
て
は
事
業
計
画
策
定

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
状
況
に
あ
る
。

  

問　

工
事
が
ず
っ
と
長
引
き
、
天

気
に
な
れ
ば
ホ
コ
リ
が
飛
び
、
雨

が
降
れ
ば
泥
水
が
流
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
迷
惑
を
受
け
て
い
る
住
民

が
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

答　

雨
が
降
る
と
泥
水
が
川
に
入

り
、
川
が
濁
っ
て
困
る
、
何
と
か

し
て
く
れ
と
い
う
電
話
は
何
件
か

あ
っ
た
。
土
ぼ
こ
り
が
云
々
と
い

う
話
は
来
て
い
な
い
。

（
町
民
や
高
橋
勝
議
員
か
ら
も
話

を
聞
い
て
い
る
の
で
調
べ
て
く
れ

る
よ
う
要
望
し
た
）

   

問　

１
期
工
事
の
全
体
事
業
費
は

17
億
１
千
万
円
と
の
こ
と
。
予
定

通
り
で
あ
れ
ば
、
13
億
８
千
万
円
。

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
即
時
凍

結
」
に
よ
り
、
３
億
円
以
上
オ
ー

バ
ー
し
た
こ
と
に
な
る
。
法
的
責

任
は
問
え
な
い
が
、
社
会
的
道
義

的
責
任
は
あ
る
は
ず
。
町
長
の
見

解
を
問
う
。

（
議
長
の
発
言
：「
総
括
質
疑
と
い

う
内
容
か
ら
し
て
、
最
高
責
任
者

で
あ
る
町
長
が
答
弁
す
る
と
い
う

こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
。

こ
こ
は
、
建
設
課
長
か
ら
答
弁
さ

せ
る
」）

答　

昨
日
も
「
議
題
外
」
と
い
う

こ
と
で
大
変
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
言
い
方
を
変
え
る
。
予
定
し

て
い
た
の
は
13
億
８
千
万
円
。
と

こ
ろ
が
17
億
１
千
万
円
と
い
う
数

字
に
な
っ
た
。
金
額
が
変
わ
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
問

う
。

（
町
長
の
「
答
弁
」
は
な
し
。
建

設
課
長
か
ら
「
人
件
費
、
資
材
等

の
変
動
」
云
々
の
的
外
れ
の
答
弁
）

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
「
２　

３
．

11
大
震
災
の
教
訓
に
つ
い
て
」「
３

　

子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
に
つ

い
て
」
そ
し
て
「
４　

旧
小
学
校

の
利
活
用
に
つ
い
て
」
は
割
愛
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
は
消
費
税
増

税
に
よ
り
一
層
の
個
人
諸
費
が
落

ち
込
み
物
価
が
上
が
り
実
質
収
入

は
低
下
し
そ
の
影
響
は
村
田
町
に

お
い
て
も
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
町
民
の
暮
ら
し
第
一
に
考
え

た
時
に
多
額
な
予
算
を
伴
う
単
独

の
公
共
事
業
は
、
特
に
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
は
町
民
の
早
期
稼
働
の

願
い
で
も
あ
る
が
、
今
後
学
校
の

生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
当
初
予

算
か
ら
大
幅
な
金
額
が
増
え
た
。

理
由
に
資
材
や
人
件
費
の
高
騰
な

ど
が
言
わ
れ
た
が
、
震
災
後
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
最
終
的
に

は
10
億
を
超
え
る
よ
う
な
大
事
業

で
あ
る
。
決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
も
町
道
高
田
関
場
線
・
沼
辺
足

立
幹
線
道
路
整
備
等
町
が
抱
え
る

問
題
や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
多
く
あ
る
。
ど
ち
ら
も
町

独
自
の
財
政
力
で
は
解
決
で
き
な

い
、
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
き

に
町
当
局
と
議
会
は
お
互
い
共
有

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
都

度
必
要
に
応
じ
て
進
捗
状
況
な
ど

含
め
て
特
に
予
算
な
ど
に
変
更
等

が
あ
れ
ば
臨
時
議
会
・
全
員
協
議

会
等
開
催
し
丁
寧
な
説
明
が
必
要

で
あ
る
、
そ
の
姿
勢
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
り
、
認

定
第
１
号
平
成
25
年
度
村
田
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
は
反
対

す
る
。

一
　
般
　
会
　
計

討     

論

総
括
質
疑

総
括
質
疑

平成26年度 一般会計予算

総括質疑・討論総括質疑・討論

反対
髙橋　　勝 議員
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平
成
25
年
度
の
決
算
額
は
、
歳

入
で
約
62
億
５
千
百
万
円
、
歳

出
で
約
59
億
３
千
４
百
万
円
と
な

り
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度
決
算

額
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
町
税
に
お
け
る
収
納
の

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
町
税
全
体

の
収
納
率
は
95
％
で
、
対
前
年
度

比
で
は
１
・
８
％
増
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
滞
納
分
に
係
る
徴
収
に

お
い
て
未
済
額
の
減
少
に
努
め
、

そ
の
結
果
を
出
し
続
け
て
い
る
こ

と
は
大
い
に
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
も
平
成
21
年

度
の
18
・
３
％
か
ら
５
年
継
続
し

て
減
少
し
、
平
成
25
年
度
に
つ
い

て
は
16
％
と
な
り
健
全
財
政
を
進

め
つ
つ
、
町
民
の
要
望
の
高
い
事

業
が
多
数
あ
る
な
か
で
大
い
に
評

価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

係
る
多
く
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し

た
こ
と
や
、
村
田
小
学
校
プ
ー
ル

建
設
工
事
や
防
災
避
難
路
改
良
工

事
、
あ
る
い
は
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
や
ま
し
ょ
う
記
念

館
及
び
ヤ
マ
ニ
邸
の
災
害
復
旧
工

事
や
、
町
民
の
生
活
に
必
要
な
道

路
、
橋
梁
の
整
備
・
改
修
な
ど
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
を

執
行
し
て
い
る
と
評
価
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
村
田
町
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
決
定
に
向
け
、
鋭

意
努
力
し
平
成
26
年
度
に
お
い
て

伝
建
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
今

後
の
村
田
町
に
お
い
て
観
光
、
あ

る
い
は
村
田
町
の
資
源
を
町
外
に

大
い
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
健
全
財
政
を
進

め
つ
つ
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
多
く
の
事
業
を
執
行
し
た
平
成

26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

　

大
局
的
な
観
点
か
ら
反
対
討
論

を
す
る
。

　

８
月
８
日
付
の
河
北
新
報
に
元

鳥
取
県
知
事
片
山
善
博
氏
の
文
章

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
予
算
案
な

ど
の
議
案
が
何
も
変
わ
ら
な
い
の

で
は
議
会
な
ど
あ
っ
て
も
な
く
て

も
同
じ
よ
う
な
も
の
。
住
民
の
要

望
や
意
見
を
踏
ま
え
、
是
々
非
々

の
立
場
で
時
に
は
修
正
、
時
に

は
否
定
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
が

あ
る
の
が
む
し
ろ
自
然
だ
。
そ
れ

が
ど
う
も
議
員
の
人
た
ち
は
大
い

な
る
思
い
違
い
を
し
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
平
成
25
年
度
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
用
地
に
つ
い
て
は
、
町

が
所
有
す
る
土
地
の
利
用
を
求
め

る
請
願
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

町
は
９
０
０
万
円
余
で
田
ん
ぼ

を
購
入
し
、
造
成
費
用
も
ろ
も
ろ

４
千
数
百
万
円
も
の
税
金
を
使
っ

た
。
ま
た
、
決
算
委
員
会
に
配
布

さ
れ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
総

事
業
費
は
約
９
億
５
千
万
円
と
の

こ
と
。
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
用
地

に
通
じ
る
農
道
を
６
メ
ー
ト
ル
幅

の
町
道
に
格
上
げ
す
る
が
、
そ
の

費
用
は
数
千
万
円
か
か
る
よ
う

だ
。
合
計
す
る
と
１
億
円
。

　

そ
れ
だ
け
の
お
金
が
あ
れ
ば
、

沼
辺
児
童
学
級
や
保
育
所
の
待
機

児
童
の
問
題
は
す
ぐ
に
で
も
解
決

す
る
。
普
段
か
ら「
子
育
て
支
援
」、

「
少
子
化
対
策
」
と
繰
り
返
し
強

調
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に

使
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

片
山
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
村
田
町
議
会
議
員
に
も
大
い

な
る
思
い
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
。

各
議
員
は
選
挙
の
時
「
町
民
の
声

を
町
政
に
活
か
す
」
と
何
度
も
訴

え
た
は
ず
。
議
員
は
、
町
民
の
代

表
と
し
て
、
同
時
に
町
民
の
代
弁

者
と
し
て
、
町
民
の
要
望
や
意
見

を
し
っ
か
り
町
政
に
活
か
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
認
定
第
１
号
平
成
25

年
度
村
田
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
の
反
対
討
論

と
す
る
。

賛成

反対

吉野　敏明 議員

高橋　典久 議員

意見が分かれた議案の賛否一覧
議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議　　　案

高
橋
　
典
久

鈴
木
　
保
博

遠
藤
　
　
実

髙
橋
　
　
勝

斎
藤
　
道
夫

渡
辺
　
元
道

佐
藤
　
正
隆

村
上
　
　
登

佐
藤
　
洋
治

吉
野
　
敏
明

太
田
　
初
美

柴
崎
　
俊
信

大
沼
　
克
巳

斎
藤
万
之
亟

議決結果 
（賛成：反対）

議案第 44 号　平成 26 年度村田町一般会計補正予算（第２号） × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決 
（11: １）

認定第 1 号　平成 25 年度村田町一般会計歳入歳出決算認定 × ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決 
（10: ２）

※表決の区分　○：賛成　×：反対　欠：欠席　　　議長は採決に加わらない
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約6千万円の大幅減
会計別滞納額の状況 　（単位：千円）

会 計 名 平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

一般会計 137,371 106,435 86,416 

国民健康
保　　険 138,839 115,486 78,067 

後期高齢者
医　　療 495 198 225 

介護保険 6,282 5,338 4,162 

公共下水道 13,235 12,385 10,513 

農業集落
排　　水 250 250 230 

滞納額合計 296,472 240,092 179,613

地方債現在高の状況 【単位：千円】

会　計　名 平成23年度 平成24年度 平成25年度

一般会計 7,938,366 7,707,410 7,456,517

公共下水道 3,274,866 3,137,921 3,002,208

農業集落排水 262,814 246,694 228,692

上水道 1,218,905 1,106,745 993,733

合　　　計 12,694,951 12,198,770 11,681,150

対前年度増減額 △ 613,104 △ 1,109,285 △ 1,013,801

基金現在高の状況 【単位：千円】

区　　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

財政調整基金 661,411 780,128 874,224

減債基金 105,391 105,418 105,445
国民健康保険事業 
財政調整基金 58,911 117,063 169,170

介護保険事業特別会計 
財政調整基金 37,863 32,829 31,109

特定目的基金 409,049 441,748 421,998

土地開発基金 32,660 47,897 52,908

合　　　　計 1,305,285 1,525,083 1,654,854

対前年度増減額 237,828 457,626 349,569

平成25年度決算滞納額における主な項目の推移

滞納総額約1億8千万円
前年度比約25％の減

税金な
ど

滞納額
税金な

ど

滞納額

住宅･駐車場使用料 20,363千円

H25H23 H24

20,363 

21,424 
21,585 

20,000

20,500

21,000

21,500

22,000

78,021 

138,839 

115,486 

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

国民健康保険税　78,021千円

H25H23 H24

140,000

10,513 

 

13,235 

 

12,385 

 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

下水道使用料等　10,513千円

H25H23 H24

固定資産税　31,552千円

H25H23 H24
2,000

12,000

22,000

32,000

42,000

52,000

62,000

72,000

31,552 

52,331 

40,167 

町民税　30,941千円

30,941 

49,941 

39,785 

5,000

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

H25H23 H24

約6千万円の大幅減
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平
成
25
年
度
の
村
田
町
各
種
会

計
決
算
審
査
に
あ
た
り
、
本
会
議

３
日
目
の
９
月
４
日
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
そ
の
審

査
を
付
託
す
る
こ
と
に
決
し
、
特

別
委
員
長
に
渡
辺
元
道
議
員
を
、

副
委
員
長
に
遠
藤
実
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。
９
月
５
日
か
ら
９
月

11
日
ま
で
現
地
調
査
を
含
め
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
平
成
25
年
村

田
町
各
種
会
計
決
算
は
、
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け

る
質
疑
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
掲

載
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
町
政
参

加
の
一
助
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

町
税
全
般
の
収
納
率
に
つ

い
て
は
、
95
％
以
上
と
な
り

努
力
し
て
い
る
が
、
不
納
欠

損
額
が
増
え
て
い
る
要
因
は

何
か
。

　

収
納
率
に
つ
い
て
は
、
滞

納
整
理
に
だ
い
ぶ
力
を
注
い

で
き
た
結
果
で
あ
る
。
不
納

欠
損
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

法
律
に
基
づ
く
処
理
を
適
切

に
取
組
み
、
そ
の
結
果
と
し

て
こ
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。

　

町
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い

て
、
仙
南
広
域
へ
移
管
し
た

件
数
と
徴
収
額
等
の
詳
細
は
。

　

平
成
25
年
度
で
15
件
、
金

額
に
し
て
９
７
７
万
８
千
円

を
移
管
し
、
う
ち
２
７
４
万

９
千
５
７
０
円
、
徴
収
率
で

28
・
12
％
と
な
っ
た
。

　

寄
附
金
に
つ
い
て
、
前
年
度

と
比
較
し
２
０
０
万
円
ほ
ど

減
っ
て
い
る
が
そ
の
詳
細
は
。

　

こ
れ
ま
で
は
震
災
関
係
で
、

か
な
り
の
寄
附
金
を
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
こ
れ
が
落
ち

着
い
て
き
た
た
め
減
額
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

諸
収
入
の
雑
入
で
、
場
外

車
券
場
売
場
設
置
地
元
対
策

費
に
つ
い
て
決
算
で
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　

最
終
的
に
は
１
千
１
３
６

万
百
31
円
で
当
初
予
算
額
を

上
回
っ
た
。

　

町
財
産
売
払
収
入
に
つ
い

て
、
谷
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
駐
車
場
の
土
地
一
部
売
却

に
つ
い
て
、
あ
の
よ
う
な
形

で
売
却
す
る
の
は
非
常
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

公
共
用
地
の
有
効
活
用
と

い
う
視
点
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
今
後
、
十
分
に
考
え
て

い
き
た
い
。

　

み
や
ぎ
環
境
税
を
活
用
し

設
置
し
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
に
つ
い
て
、
設
置
実
績
と

台
帳
整
備
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　

環
境
税
活
用
に
か
か
わ
ら

ず
、
新
設
、
交
換
を
含
め
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
６
１
６
基
と

な
り
、
約
半
分
の
防
犯
灯
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
。
台
帳
整

備
は
、
一
部
と
り
か
か
っ
て

い
る
も
の
の
完
了
は
し
て
い

な
い
。
順
次
進
め
て
い
く
。

　

老
人
福
祉
費
の
扶
助
費
に

つ
い
て
、
不
用
額
が
多
額
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
詳
細
は
。

　

平
成
25
年
度
の
実
績
が
老

人
の
扶
助
費
の
部
分
で
ゼ
ロ

で
あ
っ
た
た
め
不
用
額
が
大

き
く
出
た
。

　

高
齢
者
救
急
安
心
カ
ー
ド

配
布
事
業
の
詳
細
は
。

　

町
か
か
り
つ
け
の
病
院
や

現
在
の
投
薬
の
状
況
等
を
記

載
し
た
カ
ー
ド
を
冷
蔵
庫
に

貼
り
付
け
、
万
が
一
、
救
急

者
が
来
た
場
合
、
隊
員
が
そ

れ
を
参
考
に
、
救
急
活
動
の

一
助
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

保
育
所
の
待
機
児
童
の
解

消
へ
向
け
た
、
対
策
や
そ
の

見
通
し
は
。

　

町
の
保
育
需
要
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
当
然
承
知
し

て
お
り
、
何
ら
か
の
対
策
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
在
の
敷
地
も
目
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
、
課
題
の
解
消
へ
向

け
て
は
、
総
合
的
に
計
画
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

質
　
　
疑

審査結果報告・渡辺元道特別委員長

決 算 審 査 特 別 委 員 会

これはどうなってんの?これはどうなってんの?ハイハ
イ!

ハイハ
イ!

村田保育所
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児
童
遊
園
管
理
業
務
に
つ

い
て
、
町
内
の
ち
び
っ
こ
広

場
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊

具
の
修
繕
や
撤
去
あ
る
い
は
、

安
全
点
検
の
実
施
状
況
は
。

　

広
場
の
フ
ェ
ン
ス
修
繕
や

遊
具
修
繕
を
適
宜
実
施
し
て

い
る
。
安
全
点
検
に
つ
い
て

は
、
民
生
児
童
委
員
の
方
々

に
年
１
回
、
各
施
設
を
点
検

し
て
も
ら
い
報
告
い
た
だ
い

て
お
り
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
対
応
し
て
い
る
。

　

不
法
投
棄
や
ご
み
の
分

別
、
有
料
化
に
伴
う
ご
み
減

量
化
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　

以
前
か
ら
、
不
法
投
棄
さ

れ
や
す
い
箇
所
に
つ
い
て
は

町
内
10
数
か
所
を
把
握
し
て

い
る
。
町
で
処
分
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
警
察
に
も
相
談

し
対
応
し
て
い
る
。

　

分
別
や
有
料
化
に
よ
り
、

ご
み
減
量
化
は
進
ん
で
い
る

が
、
一
方
で
ポ
イ
捨
て
等
も

目
立
っ
て
き
て
い
る
。
町
で

は
看
板
設
置
や
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
、
広
報
啓
発
活
動
等

に
力
を
入
れ
今
後
も
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

沼
辺
児
童
学
級
に
つ
い
て

今
年
度
は
定
数
オ
ー
バ
ー
で

あ
る
。
町
で
解
決
す
る
案
や

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
が
あ
る
の
か
。

　

定
数
15
人
に
対
し
、
現
在

そ
れ
以
上
の
申
し
込
み
が
あ

る
が
皆
受
入
れ
を
し
て
い
る
。

い
ず
れ
ほ
か
の
場
所
で
で
き

る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

高
齢
者
雇
用
対
策
に
つ
い

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
数
に
対
し
て
就

業
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
か
。

　

平
成
26
年
４
月
分
で
男
女

合
わ
せ
て
37
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。
就
業
の
拡
大
へ
向

け
、
民
間
分
野
の
業
務
を
増

や
し
、
就
業
率
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

農
業
費
に
お
け
る
塩
化
カ

リ
ウ
ム
の
各
農
家
へ
の
配
布

に
つ
い
て
何
件
程
度
対
象
と

な
っ
た
か
。

　

放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対

策
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
10

ア
ー
ル
あ
た
り
20
㎏
の
施
肥
を

各
戸
に
配
達
、
配
布
し
た
。

　

村
田
地
区
が
３
千
19
袋
、

沼
辺
地
区
が
３
千
１
３
６

袋
、
菅
生
地
区
が
１
千
13
袋

で
合
計
７
千
１
６
８
袋
の
塩

化
カ
リ
ウ
ム
を
配
布
し
た
。

水
田
耕
作
者
に
つ
い
て
は
、

総
計
１
千
２
２
４
戸
へ
配
布

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
活
動
の
中
で
地

場
産
の
食
材
提
供
は
ど
ん
な

も
の
か
。

　

ソ
ラ
マ
メ
米
粉
麺
を
ホ
テ

ル
で
調
理
し
オ
ー
ド
ブ
ル
と

し
て
提
供
し
た
。

　

観
光
施
設
（
ト
イ
レ
）
の

管
理
状
況
は
。

　

本
町
、
荒
町
、
白
鳥
神
社

の
３
箇
所
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
清
掃
を
委
託
し

て
い
る
。

　

道
の
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
時

の
駐
車
場
が
満
杯
に
な
っ
た

場
合
の
案
内
シ
ス
テ
ム
の
改

善
に
つ
い
て
は
。

　

駐
車
場
の
不
足
を
解
消
す

る
た
め
近
隣
の
敷
地
を
借
り

て
第
２
駐
車
場
と
す
る
等
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を

行
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｒ
が
不
足

し
て
い
た
。

　

町
内
で
ベ
ニ
バ
ナ
の
栽
培

は
ど
の
程
度
か
。

　

町
内
で
は
３
件
の
農
家
が

栽
培
し
て
い
る
。

　
都
市
計
画
街
路
沼
辺
足
立
幹

線
の
２
期
工
事
計
画
の
見
通

し
は
。

　

１
期
工
事
は
26
年
度
完
成

予
定
で
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

２
期
工
事
の
着
手
時
期
を
説

明
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。

　

沼
辺
足
立
幹
線
の
渋
口
沢

地
内
の
残
土
に
つ
い
て
。

　

２
期
工
事
を
予
定
中
で
あ

り
、
盛
土
材
と
し
て
利
用
す

る
た
め
一
時
ス
ト
ッ
ク
し
て

い
る
。

シルバー人材センターの活動

沼辺足立幹線

決算審査特別委員会
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沼
辺
足
立
幹
線
の
残
土
と

し
て
盛
土
さ
れ
て
い
る
場
所

は
１
期
工
事
分
．
２
期
工
事

分
の
ど
ち
ら
か
。

　

２
期
工
事
分
の
土
地
で
あ

る
。

　

都
市
計
画
街
路
沼
辺
足
立

幹
線（
２
期
）の
審
議
状
況
は
。

　

今
後
、
村
田
町
の
都
市
計

に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
審

議
を
賜
る
よ
う
に
配
慮
し
て

い
き
た
い
。

　

県
道
亘
理
大
河
原
川
崎
線

の
整
備
に
つ
い
て
町
の
取
り

組
み
（
対
応
）
は
。

　

町
独
自
で
も
、
土
木
事
務

所
長
、
土
木
部
長
あ
て
町
長

自
ら
箇
所
的
に
詳
細
な
説
明

を
行
い
要
望
し
て
い
る
。

　

雨
水
対
策
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）

の
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　

豪
雨
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強

化
を
図
る
と
共
に
、
優
先
順

位
を
要
す
る
も
の
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

作
成
業
務
に
つ
い
て
。

　

町
の
町
営
住
宅
・
公
営
住
宅

団
地
の
住
宅
に
つ
い
て
、
１
棟

１
棟
、
１
戸
１
戸
全
て
修
理
が

必
要
な
も
の
等
を
積
み
上
げ
年

次
計
画
を
立
案
し
た
。

　

老
朽
化
の
町
営
石
生
住
宅

の
建
替
え
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

老
朽
化
が
激
し
く
修
繕
と

か
修
理
の
域
を
超
え
て
お

り
、
建
替
え
計
画
は
な
い
。

新
た
な
入
居
者
の
募
集
は
し

て
い
な
い
。

　

今
後
の
防
災
訓
練
の
あ
り

方
は
。

　

震
災
以
降
11
月
に
防
災
訓

練
を
実
施
、
従
来
、
訓
練
あ

る
意
味
で
儀
式
的
な
点
も

あ
っ
て
町
民
の
動
き
、
避
難

と
か
心
構
え
と
か
が
不
足
的

な
も
の
も
散
見
さ
れ
た
こ
と

か
ら
町
民
主
体
の
避
難
訓
練
、

訓
練
に
参
加
で
き
る
項
目
を

主
体
的
に
計
画
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立

で
、
行
政
区
単
位
で
な
く
柔

軟
な
対
応
を
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　

行
政
区
の
中
の
各
地
区
で

の
防
災
組
織
も
あ
り
得
る
。

活
動
実
績
は
ま
だ
具
体
的
に

見
え
な
い
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

拡
張
整
備
に
つ
い
て
。

　

災
害
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
周
知
で
き
る
も
の
で
、

本
町
に
お
い
て
は
村
田
小
・

村
田
一
中
・
村
田
二
中
と
村

田
二
小
に
配
置
し
て
い
る
。

　

災
害
時
対
応
備
品
の
配
備

は
。

　

発
電
機
は
準
備
が
整
い
次

第
配
備
・
食
料
品
な
ど
災
害

時
の
物
品
は
優
先
し
て
配
備

し
た
い
。

　

新
し
く
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
と
給
食
費
に

跳
ね
返
り
は
な
い
の
か
。

　

保
護
者
の
負
担
分
は
食
材

の
材
料
費
の
負
担
と
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
建
設
に

伴
う
上
乗
せ
は
な
い
。

　

二
小
の
大
規
模
改
修
等
を

含
め
て
二
小
の
あ
り
方
に
つ

い
て
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て
い

る
か
。

　

二
小
だ
け
を
取
り
上
げ
る

だ
け
で
は
な
く
、
村
田
町
全

体
の
教
育
施
設
の
あ
り
方
、

学
校
教
育
の
環
境
な
ど
を
、

協
議
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

中
学
校
に
お
け
る
不
登
校

の
数
と
対
応
の
結
果
は
。

　

２
校
合
わ
せ
て
11
人
の
不

登
校
が
あ
り
、
連
絡
、
家
庭

訪
問
も
含
め
取
り
組
ん
で
き

町営石生住宅

村田第二小学校



た
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
て

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

村
田
町
の
小
学
校
・
中
学

校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の

の
実
態
は
。

　

教
育
委
員
会
に
上
が
っ
て

き
た
件
数
は
小
学
校
２
件
・

中
学
校
５
件
で
す
。

　

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
状

況
が
減
少
し
て
い
る
要
因
は
。

　

滞
納
者
に
つ
い
て
は
関
係

課
と
協
議
・
連
携
し
収
納
率

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
成
果

と
思
わ
れ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

繰
越
分
の
不
納
欠
損
額
１
千

４
７
０
万
円
の
主
な
要
因
は
。

　

執
行
停
止
を
し
て
３
年
経

過
し
て
い
る
も
の
（
２
割
以

下
）、
停
止
期
間
中
に
時
効

を
迎
え
た
も
の
８
割
以
上
が

生
活
実
態
を
調
査
し
た
上
で

判
定
し
た
も
の
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

広
報
手
段
は
。

　

広
報
紙
で
１
回
程
度
の
広

報
、
保
険
証
更
新
時
期
に
パ

ン
フ
等
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

村
田
町
の
介
護
保
険
料
は

い
く
ら
か
。

　

第
１
段
階
か
ら
第
６
段
階

ま
で
あ
り
、
標
準
は
第
４
段

階
で
５
万
７
千
６
０
０
円（
月

額
４
千
７
０
０
円
）
で
あ
る
。

　

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相

談
窓
口
は
ど
こ
か
。

　

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
・
入
浴

サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
施
設
に

短
期
間
入
所
）
等
の
相
談
は

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
又
事

業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
相
談
窓
口
と
な
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
お
け

る
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
は
。

　

地
震
等
に
関
す
る
災
害
復

旧
は
全
て
終
了
し
て
い
る
。

　

仙
南
広
域
水
道
か
ら
の
契

約
水
量
の
う
ち
ど
れ
く
ら
い

を
受
水
し
て
い
る
か
。

　

契
約
水
量
５
千
４
０
０
ト

ン
の
う
ち
４
千
５
０
０
か
ら

４
千
６
０
０
ト
ン
を
受
水
し

て
い
る
。

1292

決算審査特別委員会

平成25年度各種会計歳入歳出決算認定に対する意見
平成26年９月11日

１．地方自治法第233条第５項の規定に基づく、主要な施策の成果に関する説明書（行政
報告書）における内容の充実を図ること。

２．公有財産（普通財産）の処分については、当該土地の利活用が充分に図られるよう適
切に執行すること。

３．有害鳥獣対策の特にイノシシ被害については、甚大な被害となっていることに鑑み、
農家の支援策拡充及び駆除隊の育成と支援に努めること。 

村田町議会決算審査特別委員会 委員長　渡辺 元道
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村田町地域防災計画について村田町地域防災計画について

　

東
日
本
大
震
災
を
始
め
、
異

常
気
象
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害

が
多
く
発
生
し
、
各
自
冶
体
で

は
人
的
被
害
を
含
め
た
防
災
対

策
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。

災
害
種
類
ご
と
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
そ
の
主
な

目
的
は
住
民
の
円
滑
な
避
難
行

動
に
あ
る
が
、
現
状
で
は
内
容

が
町
民
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
防
災
対
策
に
十
分
生
か
さ

れ
て
い
な
い
。

質
問
１　

各
地
域
の
自
主
防
災

組
織
設
立
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長
答
弁
１　

大
規
模
災
害
発

生
時
に
、
被
害
を
最
少
限
に
抑

え
る
た
め
に
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
が
う
ま
く
連
携
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
全
行
政
区

で
の
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
が
、
平
成
26
年
８

月
末
で
合
計
８
地
区
と
な
っ
て

い
る
。

質
問
２　

社
会
的
弱
者
に
と
っ

て
過
重
な
避
難
行
動
を
強
い
る

防
災
対
策
で
は
な
く
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
は
避
難
場
所
が
必

ず
し
も
同
じ
と
は
限
ら
な
い
、

今
後
、
地
域
の
自
然
環
境
と
土

地
利
用
に
沿
っ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁
２　

20
年
に
１
度
程

度
起
こ
る
と
推
測
さ
れ
る
２
日

間
で
２
０
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程

度
の
大
雨
が
降
っ
た
場
合
を
想

定
し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
宮

城
県
が
公
表
し
た
。
浸
水
想
定

区
域
を
も
と
に
作
成
し
、
土
砂

災
害
危
険
個
所
お
よ
び
土
砂
災

害
警
戒
区
域
を
併
せ
て
地
図
化

し
た
。
宮
城
県
に
お
い
て
見
直

し
等
の
公
表
さ
れ
た
場
合
に
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
を
作

成
し
住
民
に
発
信
す
る
。
近
年

お
こ
る
災
害
は
多
様
化
し
て
お

り
、
実
施
可
能
な
項
目
か
ら
順

次
体
制
を
整
備
し
地
域
防
計
画

の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
。

質
問
３　

被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
は
、
予
算
や
体
制
を
含

め
検
討
し
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
、
自
然
災
害
は
最
大

ク
ラ
ス
を
想
定
し
、「
想
定
外
」

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長
答
弁
３　

現
在
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
平
成
22
年
３
月
に

作
成
し
た
。
昨
年
８
月
か
ら
新

た
に
「
特
別
警
報
」
が
運
用
さ

れ
、
毎
年
の
よ
う
に
観
測
記
録

を
超
え
る
降
雨
等
が
発
生
し
て

い
る
状
況
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上

に
避
難
行
動
に
移
す
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
に
よ

り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
を

図
り
、
非
常
時
に
は
生
命
を
守

る
意
識
を
第
一
と
し
、
防
災
訓

練
等
を
は
じ
め
、
防
災
体
制
の

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
４　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

住
民
避
難
行
動
に
役
立
て
る
こ

と
が
主
な
目
的
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
れ
に
発
生
す
る
災
害
へ

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
制
度
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
都
市
計
画

に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
、
明
ら
か
に
危
険
な
場
所

と
な
る
土
地
利
用
抑
制
な
ど

に
活
用
で
き
、
地
区
住
民
が
身

近
な
災
害
危
険
に
つ
い
て
行
政

マ
ッ
プ
に
対
す
る
深
い
理
解
が

促
さ
れ
る
。
日
常
的
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
活
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

町
長
答
弁
４　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
も
と
づ
く
被
害
範
囲
等
々

を
考
慮
し
、
地
域
住
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
町
の
施
策
に
反
映

し
、
町
の
み
な
ら
ず
自
主
防
災

組
織
や
地
域
独
自
で
の
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
を
促
し
な
が

ら
、
地
域
防
災
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

髙 橋 　 勝  議員

土砂災害の報道

村田町のハザードマップ



健康むらた 21 計画の具体的な対策は健康むらた 21 計画の具体的な対策は

1492

渡辺　元道 議員
　

本
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た「
第

２
期
健
康
む
ら
た
21
計
画
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

計
画
策
定
す
る
に
際
し
、
現

状
を
み
て
み
る
と
、
村
田
町
の

男
性
は
平
均
寿
命
79
・
07
歳
、

健
康
寿
命
77
・
43
歳
、
と
も
に

県
平
均
よ
り
や
や
短
く
、
女
性

は
平
均
寿
命
86
・
82
歳
、
健
康

寿
命
83
・
92
歳
、
ほ
ぼ
県
平
均

並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
健
診
・
特
定
健
康
指
導

の
状
況
を
見
る
と
、
特
定
健
康

審
査
の
受
診
状
況
は
、
働
き
盛

り
世
代
の
40
歳
～
64
歳
男
性
が

36
・
８
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
定
健
康
審
査
結
果
に
お

い
て
は
、
男
性
の
糖
尿
病
検
査

で
あ
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
所
有
見

者
割
合
が
高
く
79
・
５
％
、
県

内
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
受
診
率
状
況
は
、

肺
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

以
外
は
県
平
均
よ
り
低
く
な
っ

て
お
り
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
る
方
の
な
か
に

は
健
診
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

方
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

質
問
１　

健
康
づ
く
り
に
関
す

る
働
き
か
け
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
対
象
者
ば

か
り
で
は
な
く
家
庭
や
職
場
、

行
政
の
働
き
か
け
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

町
長
答
弁
１　

第
２
期
健
康
む

ら
た
21
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
を
各
戸
に
配
布
し
た
ほ
か
、

家
庭
に
お
い
て
取
り
組
む
事
項

を
６
月
か
ら
毎
月
広
報
紙
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な

ど
、
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
定
め
る
な
ど
、
計
画
的
に
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町

内
事
業
者
へ
の
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

質
問
２　

食
生
活
指
導
に
つ
い

て
、
健
康
を
支
え
る
食
事
の
摂

り
方
に
つ
い
て
の
啓
発
・
指
導

を
強
化
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
村
田
町
保
健
推
進
員
の

活
動
を
推
進
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。

町
長
答
弁
２　

平
成
23
年
度
に

食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、
年

度
ご
と
の
重
点
事
業
を
決
め
食

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
地
元
食
材
を
活
用
し
た

食
育
の
推
進
を
重
点
に
掲
げ
、

小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
と

し
た
地
元
食
材
を
使
っ
た
「
あ

さ
ご
は
ん
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
、
作
品
を
募
集
す
る

な
ど
「
食
育
は
家
庭
か
ら
」
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
推
進
委
員
は
現
在

82
名
の
会
員
で
活
動
し
て
お
り
、

発
足
以
来
約
35
年
間
、
食
育
、

食
生
活
改
善
活
動
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
会
員
の
資
質
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
い
て
茶
の
間
か
ら

伝
達
活
動
を
実
践
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
新
規
会
員
の
養
成
と

時
代
に
合
っ
た
活
動
内
容
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
３　

歩
く
な
ど
の
運
動
を

す
る
習
慣
を
増
進
す
る
た
め
の

計
画
は
立
案
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁
３　

健
康
む
ら
た
21

計
画
で
は
「
身
体
活
動
・
運
動

量
の
増
加
」
を
重
点
項
目
に
掲

げ
、
家
庭
で
取
り
組
む
内
容
と

し
て
「
あ
と
15
分
歩
く
こ
と
」

「
家
事
や
農
作
業
も
身
体
活
動
で

あ
る
と
し
て
、
意
識
的
に
体
を

動
か
す
こ
と
」
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
常

の
当
た
り
前
の
動
き
も
運
動
量

の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
自
分
の
体
を
使
う

こ
と
を
心
が
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

質
問
４　

健
康
検
診
の
受
診
率

ア
ッ
プ
に
向
け
た
対
策
を
伺
う
。

町
長
答
弁
４　

町
で
は
健
康
診

査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
べ

く
、
日
中
の
集
団
検
診

だ
け
で
な
く
、
夜
間
や

土
曜
日
に
健
診
日
を
設

け
る
ほ
か
、
個
別
に
健

診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
町
内
の
医
療
機
関

に
協
力
を
依
頼
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
十
分
に
浸
透
し
な
い

状
況
で
す
。
総
合
健
診
の
導
入

の
検
討
や
未
検
診
者
へ
の
さ
ら

な
る
受
診
勧
奨
と
、
健
康
診
査

に
対
す
る
地
域
全
体
の
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

質
問
５　

健
康
問
題
は
早
期
に

関
心
を
持
っ
て
対
処
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
男
女
を
比
較
す

る
と
、
男
性
が
健
康
へ
の
関
心

が
低
く
、
40
歳
代
で
メ
タ
ボ
の

兆
候
が
現
れ
、
50
歳
代
で
異
常

値
が
出
る
割
合
が
増
加
し
ま
す
。

健
康
志
向
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁
５　

健
康
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
行
動
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら

の
働
き
か
け
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
本
町
で
は
、
乳
幼
児
の
各

健
診
の
折
り
に
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
の
健
康
に
つ
い
て
も
指

導
し
て
い
る
ほ
か
、
広
報
紙
に

健
康
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど

　

情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
内
の
企
業
や
事
業
所

団
体
と
連
携
し
、
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
づ
け
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。



1 地域スポーツクラブと健康づくりについて
2 2020年オリンピック競技（射撃）の誘致について
1 地域スポーツクラブと健康づくりについて
2 2020年オリンピック競技（射撃）の誘致について

質
問
１　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
は
、
県
内
の
各
地
域

で
設
立
さ
れ
て
お
り
仙
南
圏
域

で
は
ス
ポ
コ
ム
・
カ
ク
ダ
、
運

動
笑
楽
校
（
川
崎
町
）、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
大
内
、
む
ら
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
て

い
る
。

　

ク
ラ
ブ
は
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る

人
々
が
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
の
が
特
徴
。
卓
球
、
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

ヨ
ガ
、
健
康
体
操
、
太
極
拳
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
ノ
ル
デ
イ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、

世
代
間
・
地
域
間
を
超
え
て
仲

間
が
で
き
、
体
を
動
か
し
、
健

康
増
進
・
体
力
向
上
が
図
ら
れ
、

交
流
も
深
ま
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
会
員
の

年
会
費
と
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

等
で
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
先
行
き
が
不

透
明
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
町

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　

村
田
町
の
男
性
、
平
均
寿

命
（
79
・
07
歳
）・
健
康
寿

命
（
77
・
43
歳
）
と
県
平
均

よ
り
短
く
、
女
性
は
平
均
寿

命
（
86
・
82
歳
）・
健
康
寿
命

（
83
・
92
歳
）
と
県
平
均
並
で
す
。

村
田
町
で
も
高
齢
者
が
多
く
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
ら
だ

の
機
能
低
下
や
体
力
の
低
下
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
健
康
で
自

立
で
き
る
こ
と
を
だ
れ
し
も
が

願
っ
て
い
る

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
体
の

健
康
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。◎

運
営
基
盤
を
安
定
さ
せ
、

自
立
運
営
が
行
え
る
よ
う

支
援
す
る

◎
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

仕
組
み
の
充
実
を
図
る

町
長
答
弁
１　

町
は
、「
村
田

町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
を
自
立
運
営
し
て
い
け
る

ま
で
の
間
の
支
援
と
し
て
、
中

央
公
民
館
内
に
事
務
局
を
配
置

し
、
ク
ラ
ブ
へ
の
指
導
・
事
務

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
本
町
に

定
着
す
る
た
め
に
も
、
運
営
基

盤
を
安
定
さ
せ
、
自
立
運
営
を

円
滑
に
行
え
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
本
年

３
月
末
日
現
在
で
29
・
０
％
と

な
っ
て
い
る
。
体
を
動
か
す
環

境
づ
く
り
や
習
慣
づ
く
り
は
重

要
な
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
多
様
な
機
会
を
用
意

し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意

な
人
、
好
き
な
人
は
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
体
を
動
か
し
、
各
地

域
で
実
施
し
て
い
る
「
悠
々
げ

ん
き
ク
ラ
ブ
」
な
ど
に
参
加
し

て
、
体
操
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
運

動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
方
と
交
流
を

持
ち
、
気
楽
に
、
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
仕
組
み
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
２　

２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
世
界

各
国
の
人
々
が
集
い
、
世
界
の

平
和
を
願
う
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
、
我
々
町
民
に
も
明
る
い
希

望
が
芽
生
え
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
な
が
る
効
果
を
生
む
こ

と
、
村
田
町
に
あ
る
競
技
施
設

の
活
用
と
地
域
経
済
活
性
化
の

観
点
か
ら
も
効
果
的
で
あ
る
。

　

射
撃
競
技
の
会
場
計
画
は
、

す
で
に
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
訓
練

場
が
予
定
さ
れ
、
多
額
の
費
用

を
投
入
し
仮
設
で
施
設
整
備
を

行
い
、
競
技
終
了
後
は
撤
去
さ

れ
る
と
の
情
報
が
あ
る
。

　

本
町
に
は
、
新
世
紀
み
や
ぎ

国
体
の
会
場
に
も
な
っ
た
、
東

洋
一
と
い
わ
れ
る
宮
城
県
ク

レ
ー
射
撃
場
が
あ
り
、
日
本
で

は
熊
本
県
営
射
撃
場
と
並
び
国

内
に
は
２
箇
所
し
か
な
い
国

際
射
撃
連
盟
基
準
に
合
致
し
た

３
Ａ
級
認
定
の
公
認
射
撃
場
で

す
。
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し

得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
災
し

た
町
と
し
て
心
の
復
興
に
弾
み

を
つ
け
る
と
共
に
国
・
県
や
関

係
団
体
等
へ
誘
致
要
請
す
る
考

え
を
伺
う
。

◎
未
来
に
向
か
っ
て
夢
を
発

信
◎
ハ
ー
ド
ル
高
い
が
可
能
性

を
探
っ
て
い
く

町
長
答
弁
２　

施
設
の
活
用
と

地
域
経
済
活
性
化
、
ま
た
東
日

本
大
震
災
後
の
復
興
の
姿
、
未

来
に
向
か
っ
て
夢
を
発
信
で

き
、
本
町
の
み
な
ら
ず
宮
城
県
、

東
北
と
し
て
も
効
果
的
な
も
の

と
思
う
。

　

本
町
と
し
て
、
現
時
点
で
、

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思

う
が
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
可
能
性
を
探
っ
て
い
き

た
い
。
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宮城県クレー射撃場
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高 橋 典 久  議員

１　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
費
に
つ
い
て

質
問　

町
長
の
「
説
明
責
任
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
「
広
報
し
ば
た
」（
平
成
25
年

10
月
号
）
に
お
い
て
、
柴
田
町

長
は
「
そ
も
そ
も
３
町
共
同
に

よ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
す
る
協
議
は
、
村
田
町
か

ら
の
申
し
出
で
始
ま
っ
た
も
の

で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

事
実
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

ま
す
。
町
長
は
、
今
日
こ
の
場

で
、
自
分
自
身
が
、
柴
田
町
に

「
３
町
共
同
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
可
能
性
調
査
」
の
申
し
入

れ
を
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

町
の
公
式
見
解
・
公
式
発
表
と

は
ま
っ
た
く
正
反
対
の
行
為
を

し
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
町
民

に
向
か
っ
て
謝
罪
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。
町
長
の
答
弁
を
求
め

ま
す
。

町
長
答
弁　

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
関
す
る
経
過
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
全
員
協
議
会

な
ど
で
議
会
・
議
員
に
説
明
し

た
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
町
広

報
誌
平
成
25
年
10
月
号
な
ど
を

活
用
し
、
町
民
に
周
知
し
て
き

ま
し
た
。（
質
問
に
対
す
る
答
弁

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
）

２　

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

質
問　
「
待
っ
た
な
し
」の
課
題
、

保
育
所
の
待
機
児
童
の
問
題
、

児
童
学
級
の
厳
し
い
環
境
等
に

つ
い
て
、
子
育
て
世
代
と
ひ
ざ

を
交
え
て
話
し
合
う
懇
談
会
を

開
く
と
、
今
日
こ
の
場
で
、
町

長
は
断
言
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
長
答
弁　

子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
昨

年
度
に
０
歳
か
ら
小
学
３
年
生

の
子
ど
も
を
持
つ
全
保
護
者
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
加
え
て
、
子

育
て
中
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
生
の
声
を
聞

い
て
そ
れ
ら
を
（
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
）
計
画
策
定
の

参
考
に
も
し
た
い
と
考
え
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

３　

都
市
計
画
に
つ
い
て

質
問　

新
小
谷
地
団
地
及
び
葬

祭
会
館
フ
ロ
ー
ラ
へ
の
入
り
口

は
、
変
則
的
な
「
５
差
路
」
の

交
差
点
の
た
め
大
変
危
険
で
す
。

誰
も
が
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
に

「
歩
道
」
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が

「
側
道
」
と
の
こ
と
。
近
く
の
ア

パ
ー
ト
関
係
者
が
そ
の
「
側
道
」

を
車
で
通
行
し
ま
す
。
お
ま
け

に
、
昨
年
末
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
も
オ
ー
プ
ン
し
、

「
６
差
路
」
と
も
言
え
る
危
険
極

ま
り
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

交
差
点
の
改
修
工
事
に
は
一

定
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
例
の
ア
パ
ー
ト
の
所
有
者

が
、県
に
依
頼
し
、自
己
負
担
で
、

県
道
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
外
し

て
も
ら
え
ば
、
ア
パ
ー
ト
関
係

者
は
側
道
を
利
用
せ
ず
、
直
接

県
道
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
命
を
守
る
こ
と

が
使
命
で
あ
る
町
長
は
、ア
パ
ー

ト
の
所
有
者
に
そ
う
し
た
協
力

を
求
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
長
答
弁　

ア
パ
ー
ト
所
有
者

に
そ
う
し
た
協
力
は
求
め
ず
、

県
に
も
側
道
を
歩
道
に
す
る
よ

う
要
望
せ
ず
、
県
道
４
車
線
化

工
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
合
わ
せ

交
差
点
改
良
を
行
う
こ
と
と
し
、

４
車
線
整
備
計
画
を
早
期
に
実

現
す
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い

き
ま
す

４　

新
し
い
社
会
福
祉
協
議
会
・

仮
称
「
村
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て

質
問　

仮
称
「
村
田
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
は
、
社
協
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
10
年
後
20
年
後

の「
村
田
町
の
福
祉
」を
念
頭
に
、

ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
建

設
す
る
の
か
、
村
田
町
の
英
知

を
結
集
し
て
考
え
る
べ
き
重
大

な
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
２
度

（
３
月
、
６
月
定
例
会
）
町
長
は

仮
称
「
村
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

検
討
委
員
会
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
、
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
十
分
な
時
間
を
か
け
、
町

民
の
総
意
を
得
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

（
昨
年
９
月
の
補
正
予
算
で
基
本

設
計
料
２
０
０
万
円
が
措
置
さ

れ
、
３
月
末
に
は
完
成
。
５
カ

月
後
８
月
28
日
、
初
め
て
そ
の

基
本
設
計
は
議
会
・
議
員
に
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
は
カ
ヤ

の
外
で
す
）

町
長
答
弁　

本
年
３
月
と
６
月

の
定
例
会
に
お
い
て
答
弁
し
た

よ
う
に
「
検
討
委
員
会
」
を
設

置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。



１ 定住化促進と健康まちづくりについて
２ 鳥獣害対策と里山整備を急げ
１ 定住化促進と健康まちづくりについて
２ 鳥獣害対策と里山整備を急げ
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村上　登 議員

１　

定
住
化
促
進
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
社
会
が
急
速
に

拡
大
し
て
お
り
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
地
方
の
人
口
増
進

対
策
と
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
・
創
生
本
部
」
を
立
ち

上
げ
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移

住
、
定
住
化
を
本
格
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
力
あ
る
町
づ
く
り
と
し
て

の
人
口
増
加
は
必
須
条
件
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
定
住
化
促
進
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

質
問　

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
及
び
豊
か
な
町
づ

く
り
の
た
め
の
企
業
誘
致
活
動

状
況
に
つ
い
て
。

町
長
答
弁　
「
日
本
創
生
会
議
」

の
人
口
減
少
問
題
検
討
部
会
は

平
成
52
年
ま
で
に
全
国
自
治
体

の
半
数
が
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
続
け
ば
、
将
来
消
滅
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
ま

す
。

　

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
政
府
は
様
々

な
取
り
組
み
を
策
定
し
大
都
市

か
ら
地
方
へ
の
「
人
の
流
れ
」

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
豊
か
な
想
像
力
、
迅

速
性
、
柔
軟
性
、
専
門
性
な
ど

の
特
性
を
活
か
し
、
行
政
と
相

互
推
進
型
の
協
働
を
進
め
な
が

ら
、
新
た
な
定
住
化
推
進
策
を

展
開
し
、
町
内
外
の
人
々
も

引
き
付
け
る
魅
力
的
な
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
仮
称

「
む
ら
た
定
住
促
進
・
少
子
化

対
策
プ
ラ
ン
」
の
作
成
を
急
い

で
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
に
つ
い
て
も
生
活
す
る

う
え
で
基
盤
と
な
る
「
住
宅
環

境
」
を
向
上
さ
せ
、
住
む
場
所

と
と
も
に
極
め
て
重
要
な
要
素

で
あ
る
「
働
く
場
」
の
充
実
と

と
も
に
暮
ら
し
や
す
さ
や
子
育

て
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

２　

健
康
町
づ
く
り

質
問　

町
長
は
施
政
方
針
の
中

で
、
健
康
で
と
も
に
支
え
あ

う
福
祉
の
町
づ
く
り
を
提
唱

し
「
す
べ
て
の
人
の
健
康
は
活

力
あ
る
町
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
に
あ
っ
た
散
歩
コ
ー
ス

の
設
定
や
快
適
に
運
動
で
き
る

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　
　

町
長
答
弁　

健
康
む
ら
た
21
計

画
で
は
、
身
体
活
動
、
運
動
量

増
加
を
重
点
項
目
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

運
動
、
特
に
歩
く
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
は
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
散
歩
コ
ー
ス
の

設
定
、
快
適
に
運
動
で
き
る
施

設
の
整
備
計
画
」
で
す
が
、
運

動
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
体
力
や
時
間
、
負
荷
の
程
度

に
応
じ
て
運
動
を
継
続
的
に
行

え
る
よ
う
指
導
の
充
実
、
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

３　

鳥
獣
駆
除
対
策
と
里
山
整

備
に
つ
い
て

　

イ
ノ
シ
シ
の
生
活
圏
が
拡
大

し
て
い
る
と
同
時
に
生
息
数
が

爆
発
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
の

資
料
に
よ
れ
ば
昨
年
の
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
頭
数
は
約
３
千
頭
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
被
害
の
拡

大
と
と
も
に
人
的
被
害
も
合
わ

せ
て
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
仙

南
各
市
町
で
総
合
的
な
駆
除
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
そ
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
林
道
が
通

行
に
支
障
が
あ
る
ほ
ど
荒
れ
て

い
ま
す
。
整
備
計
画
を
伺
い
ま

す
。

質
問　

地
域
の
里
山
は
荒
れ
放

題
で
正
に
イ
ノ
シ
シ
の
生
活
圏

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

整
備
さ
れ
た
里
山
に
は
イ
ノ

シ
シ
の
隠
れ
る
場
所
が
無
く
な

り
被
害
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

里
山
の
整
備
計
画
を
伺
い
ま

す
。

町
長
答
弁　

イ
ノ
シ
シ
被
害
増

加
の
要
因
と
し
て
は
、
農
林
業

に
お
け
る
就
業
者
数
の
減
少
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
耕
作
放

置
地
の
増
加
、
里
山
の
荒
廃
等

に
よ
り
、
鳥
獣
の
生
息
域
、
生

息
数
の
拡
大
を
助
長
し
、
そ
れ

に
伴
い
農
作
物
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
生
命
財
産
を
脅
か
す

ゆ
ゆ
し
き
事
態
に
発
展
し
な
い

よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。

　

捕
獲
個
体
数
を
今
年
度
は
百

頭
と
し
、
被
害
状
況
、
出
没
状

況
を
よ
り
詳
細
に
把
握
し
有
効

な
ワ
ナ
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
捕
獲
隊
の
充
実
、

農
作
物
獣
害
対
策
事
業
補
助
金

の
交
付
内
容
を
拡
充
し
ま
す
。

　

里
山
整
備
の
た
め
の
林
道
の

整
備
を
図
り
森
林
環
境
の
保
全

に
努
め
今
後
も
引
き
続
き
補
助

事
業
を
活
用
し
町
有
林
の
整

備
、
里
山
の
整
備
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
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こ
こ
ま
で
来
た
ら

　
　
　
　
　

両
首
長
の
出
番

質
問

　

議
席
を
得
て
以
来
、
竹
の
内

産
廃
の
後
始
末
問
題
と
、
町
の

自
治
の
進
め
方
に
つ
い
て
論
じ

て
き
ま
し
た
。

　

竹
の
内
で
は
、
安
定
型
の
産

廃
物
が
法
の
規
定
に
よ
っ
て
処

理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

早
い
段
階
で
、
監
督
官
庁
の
県

は
、
問
題
な
し
を
言
う
ば
か
り

で
今
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
県
職
員
が
目
の
前
で

行
わ
れ
る
暴
挙
か
ら
目
を
反
ら

し
て
知
ら
ぬ
振
り
を
決
め
た
と

き
か
ら
竹
の
内
は
虚
構
の
レ
ー

ル
を
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
し
た
る
ク
リ
エ
イ
ト
を
行

わ
な
い
巨
大
安
定
職
場
の
彼
ら
、

業
者
指
導
に
失
敗
し
て
安
全
圏

に
逃
げ
帰
っ
た
担
当
官
た
ち
に
、

虚
構
の
解
消
を
求
め
る
の
は
無

理
な
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
ま
で
思
い
を
固
め
て
い

く
と
、
こ
の
問
題
の
解
消
に
は

現
実
に
目
覚
め
た
県
や
町
の
首

長
や
議
会
に
し
か
そ
の
力
は
な

い
と
い
え
ま
す
。

　

処
分
場
の
現
実
を
知
ろ
う
と

も
し
な
い
者
た
ち
が
竹
の
内
に

口
を
挟
む
の
は
私
た
ち
か
ら
見

れ
ば
、
悪
徳
な
事
業
者
や
保
身

を
優
先
し
て
暴
挙
を
許
し
た
県

職
た
ち
と
同
じ
加
害
者
の
一
味

に
し
か
思
え
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
伺
う
の
で
す
が　

①

一
連
の
竹
の
内
騒
動
の
中
身
は
、

一
つ
一
つ
が
自
治
の
宿
題
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

　

②
今
計
画
さ
れ
て
い
る
場
外

汚
染
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
、
ど

こ
ま
で
の
数
値
が
で
れ
ば
場
外

汚
染
と
す
る
の
か
。
そ
の
場
合

県
に
求
め
る
浄
化
策
は
何
か
、

み
ん
な
で
議
論
し
て
そ
の
と
き

に
備
え
て
お
く
時
だ
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

関
係
四
者
と
の
協
議
を
基
本

に
確
実
な
対
策
を
求
め
て
い

き
ま
す

町
長
答
弁

　

竹
の
内
処
分
場
問
題
は
町
の

大
き
な
課
題
で
す
。
地
域
住
民

の
意
思
や
意
見
が
的
確
に
反
映

さ
れ
一
つ
ひ
と
つ
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
町
づ
く
り
と
住
民

自
治
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
関
係
四
者
の
意
見

を
基
本
と
し
て
処
分
場
問
題

の
解
決
に
向
け
て
県
と
連
携
を

と
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
７
月

に
は
新
特
措
法
で
の
追
加
工
事

で
ガ
ス
噴
出
二
孔
に
対
策
工
事

が
施
行
さ
れ
、
さ
ら
に
年
度
内

に
は
再
度
の
覆
土
整
形
工
事
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

場
外
汚
染
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
は
、
新
設
し
た
検
査
井
戸
の

地
下
水
が
環
境
基
準
を
超
え
て

い
る
か
ど
う
か
が
判
断
の
基
準

で
、
評
価
委
員
会
の
審
議
を
踏

ま
え
て
確
実
な
対
策
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
方
面
の

意
見
を
聞
き
議
論
し
て
対
応
・

解
決
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
い
ち
早
く
追
加
対
策

を
完
了
し
た
と
す
る
ガ
ス
・
汚

水
噴
出
の
＃
３
、
＃
５
孔
だ
が
、

こ
の
一
般
質
問
の
翌
日
、
草
の

中
で
ま
た
吹
き
上
げ
た
。
基
本

設
計
の
ミ
ス
な
の
か
、
は
た
ま

た
基
礎
デ
ー
タ
の
破
綻
な
の

か
？自

治
の
町
へ
の
指
標
と
し
て

デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー
の
運

行
に
つ
い
て

質
問

　

デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー
の
運

行
に
つ
い
て
各
地
で
住
民
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
参
加
し
た
の
は
地

元
二
カ
所
で
行
わ
れ
た
地
域
説

明
会
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
非
常

に
低
調
な
集
会
で
、
そ
の
無
関

心
さ
の
か
げ
で
言
わ
れ
た
の
は
、

・
中
核
病
院
に
も
行
け
な
い
の

・
Ｊ
Ｒ
大
河
原
駅
や
国
道
沿
い

の
大
型
商
店
に
も
行
き
た
い
で

し
た
。

　

高
名
な
先
生
が
考
え
た
と
い

う
地
域
活
性
化
の
生
の
ア
イ
デ

ア
の
展
開
で
な
く
、
生
活
す
る

住
民
の
立
場
で
練
り
直
し
た
町

が
行
う
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
住
民

と
行
政
の
思
い
の
食
い
違
い
な

ど
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
一
度
、
利
用
希
望
者
が
な

に
を
望
ん
で
い
る
の
か
に
耳
を

傾
け
て
、
本
気
で
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
普
通
の
自
治
体
に
し
て

行
く
気
が
あ
る
か
ど
う
か
改
め

て
お
聞
き
し
ま
す
。

よ
り
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
に

育
て
て
い
き
ま
す

町
長
答
弁

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
が
他

市
町
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
は
道

路
運
送
法
上
可
能
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
の
地
域
交
通
会

議
等
と
の
協
議
と
そ
の
同
意
が

条
件
と
な
り
、
乗
降
地
点
の
設

定
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
町
民
の
利
用
し
や
す

い
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
体
制

を
構
築
し
、
利
用
者
の
要
望
の

一
つ
ひ
と
つ
を
聞
き
、
解
決
し

て
、
我
が
町
の
公
共
交
通
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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草の中でまた噴出する＃３孔

佐 藤 正 隆  議員



○
調
査
結
果

　

会
計
課
は
、
地
方
自
治
法
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
の
会
計
事
務
を

司
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
務

内
容
は
、
事
項
ご
と
に
厳
格
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　

会
計
事
務
と
は
、収
支
の
執
行
、

決
算
、
現
金
、
有
価
証
券
、
物
品

に
関
す
る
事
務
を
総
称
す
る
も
の

で
、
町
財
政
の
基
と
な
る
各
種
税

金
や
使
用
料
等
は
、
口
座
振
替
に

よ
り
会
計
管
理
者
が
管
理
し
て
い

る
。
指
定
金
融
機
関
は
、
み
や
ぎ

仙
南
農
業
協
同
組
合
で
指
定
代
理

金
融
機
関
と
し
て
、七
十
七
銀
行
、

仙
南
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

が
あ
り
、
税
金
や
使
用
料
等
の
納

付
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
が
購
入
し
た
物
品
や
工
事
代

金
は
各
課
の
会
計
員
が
調
定
書
を

作
成
し
、
支
出
負
担
行
為
兼
支
出

命
令
書
等
を
作
成
し
、
債
権
者
に

対
し
、
主
に
口
座
振
替
に
よ
り
支

払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
連
の

事
務
手
続
き
は
、
地
方
自
治
法
や

各
種
条
例
等
に
よ
り
細
部
に
わ
た

り
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　

会
計
管
理
者
は
、
こ
れ
ら
の
支

出
行
為
に
つ
い
て
毎
月
実
施
さ
れ

る
例
月
出
納
検
査
に
お
い
て
、
監

査
委
員
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
い

る
ほ
か
、
決
算
時
期
に
は
一
年
分

の
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
種
特
別

会
計
等
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
並

び
に
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支

に
関
す
る
調
書
を
作
成
し
、
監
査

委
員
の
監
査
を
受
け
て
い
る
。

　

村
田
町
の
基
金
は
、
財
政
調
整

基
金
を
は
じ
め
、
合
計
14
の
基
金

が
あ
り
基
金
合
計
は
、
平
成
26
年

５
月
末
で
約
16
億
５
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
債
現

在
高
の
う
ち
、
民
間
金
融
機
関
に

対
す
る
起
債
残
高
は
、
平
成
26
年

３
月
末
現
在
で
約
20
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
近
年
は
政
府
資
金
に
対

し
、
民
間
資
金
の
借
入
割
合
も
増

え
て
き
て
い
る
。

○
委
員
会
所
見

　

適
正
な
事
務
処
理
及
び
会
計

処
理
が
実
施
さ
れ
る
体
制
が

整
っ
て
お
り
、
支
障
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

今
後
も
予
算
に
基
づ
い
た
各

課
の
適
切
な
会
計
業
務
遂
行
が

行
わ
れ
て
い
る
か
、
法
令
、
規

則
に
違
反
し
て
い
な
い
か
を
審

査
し
、
公
金
取
り
扱
い
の
適
正

化
に
引
き
続
き
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
資

金
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切

な
時
期
を
見
極
め
、
定
期
預
金

や
国
債
等
の
運
用
に
よ
り
、
預

金
利
子
等
の
獲
得
に
努
め
る
な

ど
、
運
用
上
、
安
定
的
か
つ
有

利
な
資
金
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会
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常任委員会

会計について

商工労働・観光行政について

○
調
査
結
果

１　

商
工
振
興
策
に
つ
い
て

　

衣
料
品
や
家
電
な
ど
は
町
外

の
大
型
小
売
店
舗
に
顧
客
が
流

出
し
て
い
る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
通

販
等
の
利
用
も
増
加
傾
向
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
内
の
小
売
店

は
日
用
品
な
ど
が
主
な
販
売
品

目
と
な
り
、
小
規
模
な
家
族
経

営
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
不
足

か
ら
止
む
を
得
ず
閉
店
せ
ざ
る

を
得
な
い
小
売
店
も
あ
る
。
こ

う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、

商
工
会
が
主
催
す
る
割
増
商
品

券
事
業
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
町
内
で
の

消
費
活
動
を
刺
激
す
る
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

２　

工
業
振
興
策
に
つ
い
て

　

事
業
所
数
は
村
田
工
業
団
地

を
中
心
に
33
社
が
操
業
し
て
お

り
、
１
千
６
６
４
人
が
従
業
員

と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
前

年
度
と
比
較
し
て
７
１
８
人
の

大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
る
。

３　

労
働
行
政
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
か
ら
「
緊
急
雇

用
対
策
事
業
」
が
始
め
ら
れ
、

本
町
で
は
こ
の
事
業
を
活
用
し

て
１
５
５
人
が
採
用
さ
れ
た
。

　

村
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
一

般
社
団
法
人
と
し
て
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
、
会
員
数
は
男

１
０
９
人
女
27
人
合
計
１
３
６

人
、
本
年
６
月
の
就
業
率
は

52
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

４　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
工
場
適
地
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
個
人

３
件
、
企
業
８
件
、
仲
介
業
者

６
件
の
計
17
件
あ
っ
た
が
、
企

業
立
地
に
は
結
び
つ
い
て
い
な

い
。

○
委
員
会
所
見

１　

商
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

町
の
賑
わ
い
の
核
と
な
る
商
店

街
を
再
興
す
る
た
め
に
は
、
人
材

の
育
成
と
企
業
者
へ
の
情
報
提
供

が
必
要
で
あ
り
、
商
工
会
と
の
連

携
を
一
層
深
め
、
そ
の
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

２　

工
業
振
興
策
・
企
業
誘
致

　

町
内
従
業
員
数
が
前
年
度
と

比
較
し
７
１
８
人
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民
の

大
量
離
職
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
労
働
環
境
が
厳
し
い
中
に

あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
従
業
員
数

が
減
少
し
た
こ
と
は
、
誠
に
憂
慮

す
べ
き
で
あ
る
。
企
業
誘
致
を
進

め
る
こ
と
が
、
町
の
地
域
経
済
発

展
に
欠
か
せ
な
い
。
今
後
、
工
業

団
地
開
発
の
計
画
を
策
定
す
べ
き

で
あ
る
。

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会



8/ 5 宮城県都市計画審議会（仙台市）
8/ 6 宮城県南部議長会議長研修（～8日）（北海道）
8/ 7 宮城県後期高齢者医療広域連合議会定例会（仙台市）
8/21 宮城県議長会正副会長会議（蔵王町）

東日本大震災復興セミナー（蔵王町）
8/22 亘理大河原川崎線整備促進期成同盟会総会（仙台市）
8/28 議会運営委員会

全員協議会
9/ 2 第３回村田町議会定例会本会議（１日目）
9/ 3 第３回村田町議会定例会本会議（２日目）
9/ 4 第３回村田町議会定例会本会議（３日目）

決算審査特別委員会（１日目）
9/ 5 決算審査特別委員会（２日目）
9/ 8 決算審査特別委員会（３日目）
9/ 9 決算審査特別委員会（４日目）
9/10 決算審査特別委員会（５日目）・全員協議会

議会運営委員会
9/11 決算審査特別委員会（６日目）

第３回村田町議会定例会本会議（４日目）
全員協議会

9/26 宮城県町村議会議長会議長研修（～ 27 日）
（角田市・村田町）

10/ 6 議会広報編集審査特別委員会
10/ 8 総務民生常任委員会
10/ 9 産業建設教育常任委員会
10/14 宮城県町村議会議長会正副会長会議・理事

会・監事会（仙台市）
10/17 議会広報編集審査特別委員会
10/20 仙南地域広域行政事務組合議会運営委員会（大河原町）

仙南地域広域行政事務組合議会全員協議会（大河原町）
仙南地域広域行政事務組合議会決算等説明会（大河原町）
仙南地方町村議会議長会（大河原町）

10/22 議会広報編集審査特別委員会
10/23 全員協議会
10/24 みやぎ県南中核病院企業団議会運営委員（大河原町）
10/27 第 4 回村田町議会臨時会

仙南広域行政事務組合議会定例会
10/28 宮城県南部議長会委員長研修会（～29日）（蔵王町）
10/30 みやぎ県南中核病院企業団議会第2回定例会（大河原町）
10/31 宮城県知事と町村議会議長及び副議長との懇談会（仙台市）

議 会 日 誌

発行・編集責任者
議　　長　斎藤万之亟
議会広報編集審査
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委 員 長　太田　初美
副委員長　髙橋　　勝
委　　員　高橋　典久
委　　員　鈴木　保博
委　　員　遠藤　　実
委　　員　斎藤　道夫
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本会議の様子をインターネット中継にて配信しております。

村田町ホームページアドレス（下記）より
http://www.town.murata.miyagi.jp/
コンテンツ「議会」から「議会中継」へ

アクセスしてください。
本会議の日程については、町ホームページの

「本会議開催予定表」で詳しくお知らせしています。

議会を傍聴しませんか
議会はどなたでも傍聴できます［定員22人］
詳しくは議会事務局まで　TEL83-6410

次の定例会は
12月9日より開会予定です

学校給食センター建設工事安全祈願祭

乗合タクシー“くらりん号”出発式


